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7 当院泌尿器科における9年間の
     漢方製剤の処方実態
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8 下部尿管結石に対する漢方薬の使用経験

小松　 歩
小松泌尿器科

尿管結石が、尿管膀胱移行部（以下UBJ）に留まり、下部尿路症状
（膀胱刺激症状）および下腹部痛が持続することがある。結石の排
出促進のため、アルファブロッカーを使用する。しかし、アルファブ
ロッカーでは、結石による膀胱刺激症状を改善させることは少な
い。また、女性の場合、アルファブロッカーが使用困難なことも多
い。今回、下部尿管結石の排出促進、および、症状緩和に五淋散を
使用し、著効した3例を、報告しする。また、その後、膀胱刺激症状
を随伴した下部尿管結石に対し五淋散を使用した30例についても
報告する。
症例1　50歳男性　202X/1/28初診　202X-1/12/28に、下腹部
痛のため内科を受診し、尿管結石を疑われた。痛みは座薬で治まっ
たが、膀胱炎のような頻尿が持続している。腰痛もあるが、職業柄
以前からある。左叩打痛は認めない。USでは、左尿管膀胱移行部
に、8．5mmの結石を認める。左軽度水腎症を認めるが、水尿管症
は判然としない。左腎結石も認める。右腎には異常なし。シロドシン
+芍薬甘草湯を投与したが、1/7　膀胱炎症状が強く、早期の手術
を希望され受診。USでは、結石の位置は変わらなかった。五淋散と
シロドシンに変更し、県立中央病院に手術依頼した。1/10　内服
後、膀胱炎様症状は早期に消失し、今朝結石排出した。
症例2　75歳女性　202X/4/1初診　2ヶ月前から、肉眼的血尿に気
がついていた。1ヶ月前に、内科でCTも撮影したが、異常なしと言わ
れた？ＵＳでは、右UBJに7-8mmの結石を2個認め、右水腎水尿管症
が著明であった。長期間同位置にあったものと考え、大学病院紹介
した。また、五淋散を投与した。4/28　結石排出した。（その後、大学
病院術前検査のCTにて、結石消失していたことを確認。）
症例3　75歳女性　202X/3/6初診　5日前から、左側腹部痛が生
じている。肉眼的血尿、排尿に関する自覚症状なし。ＵＳでは、膀胱
内に結石腫瘍なく、左水腎水尿管症が中等度で、中部尿管に7mm
の結石を認めた。両側腎臓に小石灰化を認めた。猪苓湯と芍薬甘
草湯を開始し、3/18痛みが消失しした。3/18ＵＳでは、左水腎水尿
管症は軽減し、結石は臍レベルまで下降した。ウラピジルを併用
し、3/25には、下腹部違和感のみになった。3/25USでは、結石は
UBJに下降したものの、血圧低下のためウラピジルは中止。その後、
五淋散に変更。4/8にも結石位置は不変。県立中央病院に紹介し
た。4/10排尿に関する自覚症状消失。結石排出の自覚はないもの
の、USでは、結石は消失。4/14県立中央病院のCTでも結石消失し
たことを確認された。これまで、五淋散は、結石に使用できるは、分
かっていたが、実際の臨床ではどう使用するかが分からなかった。
今回の3症例と、その後の30例から下部尿管結石、特に、尿管膀胱
移行部に嵌頓した結石には、症状の改善と排出促進を目標に五淋
散が有効である可能性を見いだした。

【背景】

泌尿器科領域においては排尿障害、過活動膀胱、下部尿路不定愁

訴、尿管結石、尿道狭窄、男性更年期障害、男性不妊症、勃起機能

不全症や抗がん剤による副作用対策など多岐にわたり漢方製剤

の処方を行うことも少なくないが、実臨床においてどのような処方

がなされているか漢方製剤の処方実態を分析した報告は非常に

少ない。当院では9名の泌尿器科常勤医師、5名の非常勤医師が外

来、入院診療にあたっており、今回我々は過去９年間という長期間

での当院での漢方製剤の処方実態を調査した。

【方法】

2015年1月～2023年10月で当院泌尿器科（外来、入院）において漢

方製剤を使用した患者を対象としてどのような漢方が処方されて

いたのか集計し、年度別、処方別に使用状況を検討した。

【結果】

過去９年間の平均処方数/年は348人（2015年469人、2016年352

人、2017年426人、2018年377人、2019年340人、2020年297人、2021

年339人、2022年282人、2023年251人）であった。処方別にみると

過去9年間では補中益気湯が最多で平均処方数/年は90人/年、牛

車腎気丸と補中益気湯が36人/年、猪苓湯が32人/年、芍薬甘草湯

が20人/年、清心蓮子飲が20人/年、八味地黄丸が14人/年、桂枝

茯苓丸が13人/年、十全大補湯が９人/年、柴胡加竜骨牡蛎湯が8

人/年、柴苓湯が7人/年、六君子湯が6人/年の順であった。その他

には実に26種類もの漢方薬が処方されていた。

【考察】

過去9年間の当院における漢方製剤の最多処方は大建中湯であ

り、当院では周術期に術後のイレウスや排便異常の改善・発症予

防目的に使用しており、それを反映した結果であると考えた。平均

処方数/年では排尿障害や過活動膀胱、下部尿路不定愁訴等に

使用される漢方製剤（牛車腎気持丸、猪苓湯、清心蓮子飲・八味地

黄丸）が続いた。また精索静脈瘤で使用される桂枝茯苓丸は2016

年以降処方が増加傾向となり、2022年以降は減少している。これ

までは精索静脈瘤に対して漢方等で経過を見ていた患者が、手術

が保険適応になったこと、また近年男性不妊症が注目を増す中で

手術を希望される患者が増加した可能性があることが示唆され

た。

当院泌尿器科では漢方製剤は安定して処方されており、日常診療

において非常に有用であることを改めて示した。

※ 演者の都合により演題取下げとなりました


